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秋
田
市
土
崎﹁
ポ
ー
ト
タ
ワ
ー
セ
リ
オ
ン
﹂（
道
の
駅
あ
き
た
港
）

が
社
明
協
調
月
間
の
７
月
に
シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
イ
エ
ロ
ー
一
色

に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
保
護
司
の
減
少
や
高
齢
化
、
安

全
確
保
が
喫
緊
の
課
題
と
な
る
中
、
昨
年

12
月
に
保
護
司
法
が
改
正
さ
れ
、
地
方
公

共
団
体
に
よ
る
保
護
司
活
動
へ
の
協
力
が

努
力
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。
県
と
し
ま
し

て
も
、
法
改
正
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
皆
様

が
安
全
・
安
心
に
活
動
で
き
る
面
接
場
所

の
確
保
な
ど
、
地
域
全
体
で
活
動
を
支
え

る
基
盤
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
県
で
は
、
罪
を
犯
し
た
人
が
地

域
で
生
き
づ
ら
さ
を
感
じ
る
こ
と
な
く
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、「
秋
田
県
地
域

生
活
定
着
支
援
セ
ン
タ
ー
」
や
「
再
犯
防

止
相
談
支
援
窓
口
」
に
お
い
て
、
一
人
ひ

と
り
に
寄
り
添
い
、
必
要
に
応
じ
て
適
切

な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
へ
と
つ
な
ぐ
な
ど
、
支

援
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

結
び
に
、
こ
の
運
動
の
趣
旨
が
社
会
全

体
に
広
が
り
、
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
安

全
・
安
心
な
地
域
社
会
づ
く
り
の
一
助
と

な
る
こ
と
を
願
う
と
と
も
に
、
更
生
保
護

に
携
わ
る
皆
様
の
益
々
の
御
活
躍
と
御
健

勝
を
祈
念
し
て
、
私
か
ら
の
言
葉
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

更
生
保
護
関
係
者
の
皆
様
に
は
、
日
頃

か
ら
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し

た
人
た
ち
の
更
生
に
向
け
、
献
身
的
に
御

尽
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
、
全
て

の
国
民
が
犯
罪
・
非
行
の
防
止
と
更
生
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
、
力
を
合
わ
せ
て
安

全
で
安
心
な
地
域
社
会
を
築
こ
う
と
す
る

全
国
的
な
運
動
で
す
。

我
が
国
の
更
生
保
護
活
動
は
国
際
的
に

高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
一
方
、
国
内
の
認

知
度
は
必
ず
し
も
高
く
な
い
の
が
現
状
で

す
。
そ
の
た
め
、
今
年
の
運
動
で
は
、「
保

護
司
を
は
じ
め
と
す
る
更
生
保
護
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
広
く
知
っ
て
も
ら
お
う
」
を
統

一
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
こ
ど
も
た
ち
を
対
象

に
し
た
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
や
関
係
機
関
に

よ
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
ほ
か
、
広
報

誌
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
様
々
な
媒
体
を
活
用
し

た
広
報
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
、
更
生
保
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る

活
動
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

新
た
な
担
い
手
の
確
保
に
も
つ
な
げ
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

第
76
回
〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〞

実
施
に
あ
た
り

"
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
"
秋
田
県
推
進
委
員
会
委
員
長

秋
田
県
知
事

鈴

木

健

太
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篤
志
者
寄
付
金
の
御
芳
名

★
役
員
の
紹
介

（
令
和
８
年
４
月
１
日
）

理
事
長

加
賀
谷

文

秋（
再
任
）

副
理
事
長

村

岡

兼

幸（
再
任
）

副
理
事
長

沢

木

則

明（
再
任
）

常
務
理
事

田

口

昭

一（
再
任
）

★
役
員
の
異
動

（
令
和
８
年
４
月
１
日
）

【
監
事
】

三

浦　
　
　

秋（
新
任
）

鈴

木

重

一（
辞
任
）

更
生
保
護
関
係
団
体
の
動
き

★
理
事
会
・
協
議
員
会
開
催

ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
秋
田
に
お
い

て
、
３
月
18
日
及
び
４
月
16
日
に
理
事
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
３
月
18
日
は
令
和
８

年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算
書
・
理
事
監

事
の
選
任
・
就
業
規
則
に
つ
い
て
、
４
月

16
日
は
令
和
７
年
度
事
業
成
績
・
収
支
決

算
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
全
会

一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、

３
月
13
日

及
び
４
月

24
日
に
評

議
員
会
が

開
催
さ
れ
、

い
ず
れ
の

議
案
も
承

認
さ
れ
ま

し
た
。

４
月
16

日
理
事
会

で
は
、
終

了
後
に
研

収入の部 （円）
科　　　　　　目 予算額 決算額

補 助 金 等 収 入 609,000 582,258

寄 附 金 収 入 4,901,000 4,300,000

財 産 収 入 570,000 612,616

会 費 収 入 2,500,000 2,580,000

雑 収 入 44,000 0

合 計 8,624,000 8,074,874

令和７年度　秋田県更生保護援護協会収支決算
（令和７年４月１日～令和８年３月31日）

支出の部 （円）
科　　　　　　目 予算額 決算額

通所・訪問型保護事業費 790,100 573,598

事 務 費 131,100 127,098

金品給与費 200,000 171,500

就労援助費 459,000 275,000

地域連携・助成事業費 7,068,300 6,202,427

事 務 費 1,158,300 1,144,635

啓 発 費 840,000 724,500

連絡調整費 920,000 823,292

助 成 費 4,150,000 3,510,000

管 理 費 732,600 611,489

予 備 費 33,000 0

合　　　　　　計 8,624,000 7,387,514

収入総額　8,074,874円　　支出総額　7,387,514円

令
和
８
年
度
事
業
計
画
書
（
抄
）

・
運
営
に
関
す
る
事
項

財
政
基
盤
の
一
層
の
安
定
化
に
向
け

て
、
基
本
財
産
を
適
切
に
管
理
す
る
こ

と
に
加
え
て
、篤
志
寄
付
者
の
確
保
（
法

務
大
臣
感
謝
状
授
与
対
象
の
拡
充
を
は

か
る
た
め
、
寄
付
者
へ
助
言
を
行
う
。）

と
賛
助
会
員
の
拡
充
を
積
極
的
に
推
進

す
る
ほ
か
、
役
職
員
相
互
の
意
思
疎
通

を
図
り
、
組
織
運
営
へ
の
関
与
を
よ
り

強
化
す
る
。

秋
田
県
更
生
保
護
援
護
協
会

尾
形

和
雄
様　
　

清
水

重
輝
様

田
代

苑
子
様　
　

大
山

久
尚
様

吉
田

英
一
様

一
金

十
万
円

八
島

國
雄
様

＊
当
協
会
運
営
に
対
し
ま
し
て
ご
寄

附
を
戴
き
ま
し
た
皆
様
、
ま
た
普
通

会
員
・
賛
助
会
員
の
方
々
に
は
こ

の
場
を
お
借
り
し
て
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
県
内
各
地
の
更
生
保

護
女
性
会
か
ら
も
賛
助
会
員
会
費

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

令
和
８
年
１
月
以
降
に
ご
寄
附
を

寄
せ
ら
れ
た
方
は
、
次
の
と
お
り
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

一
金

三
十
万
円

秋
田
銀
行
様

一
金

二
十
万
円

加
賀
谷
文
秋
様　
　

村
岡

兼
幸
様

沢
木

則
明
様　
　

田
口

昭
一
様

小
畑　
　

悟
様　
　

辻　
　

良
之
様

斉
藤　
　

満
様　
　

小
熊

良
悦
様

布
谷　
　

博
様　
　

大
内

睦
子
様

理事会（3月18日）
真鍋理事による講話
（4月16日）

修
会
を
行
い
、
真
鍋
悟
理
事
か
ら
「
家
族

代
行
支
援
制
度
」
と
題
し
ま
し
て
ご
講
話

頂
き
ま
し
た
。
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令
和
８
年
度
事
業
計
画
書
（
抄
）

１

基
本
計
画

保
護
司
の
適
任
者
確
保
や
安
全
対
策
等

が
課
題
と
さ
れ
る
中
、「
持
続
可
能
な
保
護

司
制
度
の
確
立
に
向
け
た
検
討
会
」
報
告

書
の
内
容
を
踏
ま
え
、「
更
生
保
護
制
度
の

充
実
を
図
る
た
め
の
保
護
司
法
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
」
が
昨
年
12
月
に
成
立

し
、
公
布
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
秋
田
保

護
観
察
所
指
導
の
も
と
、
同
報
告
書
に
示

さ
れ
た
施
策
の
着
実
な
実
施
と
、
同
法
の

円
滑
か
つ
適
切
な
施
行
に
向
け
準
備
を
進

め
る
。

あ
わ
せ
て
、秋
田
県
内
に
お
け
る
安
全
・

安
心
な
地
域
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
、
地

方
公
共
団
体
を
始
め
と
し
た
関
係
機
関
・

団
体
等
と
の
連
携
を
強
化
し
、
更
生
保
護

及
び
保
護
司
制
度
の
認
知
度
向
上
に
努
め

る
と
と
も
に
、
地
域
に
根
ざ
し
た
「
息
の

長
い
」
社
会
復
帰
支
援
体
制
の
構
築
を
図

る
。特

に
本
年
度
は
、「
次
世
代
に
つ
な
げ
る

保
護
司
制
度
の
確
立
」
を
基
本
方
針
と
し

て
掲
げ
、
①
担
い
手
の
確
保
と
育
成
、
②

活
動
環
境
の
整
備
、
③
組
織
運
営
の
持
続

可
能
性
の
向
上
を
重
点
的
に
取
り
組
む
。

秋
田
県
保
護
司
会
連
合
会

~
エ
ア
ー
着
ぐ
る
み

  

﹁
ホ
ゴ
・
サ
ラ
ち
ゃ
ん
﹂

貸
し
出
し
の
お
知
ら
せ
~

秋
田
県
保
護
司
会
連
合
会
で
は
ホ

ゴ
ち
ゃ
ん
サ
ラ
ち
ゃ
ん
の
着
ぐ
る
み

を
購
入
し
て
お
り
ま
す
。

県
内
各
地
へ
ど
ん
ど
ん
出
向
い
て

行
き
ま
す
の
で
、地
区
会
、団
体
で
ご

希
望
の
際
は
事
務
局
菊
地
ま
で
ご
一

報
く
だ
さ
い
。

7
月
は
県

内
あ
ち
こ
ち

と
飛
び
回
り

ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
色

ん
な
と
こ
ろ

へ
行
き
た
い

の
で
ぜ
ひ
呼

ん
で
く
だ
さ

い
。

秋田県保護司会連合会
　https://www.facebook.com/
　akitakenhogosikai/

　秋田県の更生保護
　https://akita-kouseihogo.com

◀ ホームページ
　「秋田県の更生保護」
　の二次元コードです。

◀フェイスブックの
　二次元コードです。

保
護
司
退
任
座
談
会
開
催

6
月
26
日

ア
キ
タ
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
令

和
8
年
6
月
30
日
付
け
、
退
任
者
に
対
す

る
法
務
大
臣
感
謝
状
伝
達
及
び
座
談
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

出
席
者

は
、
長
年

の
保
護
司

と
し
て
の

思
い
や
苦

労
話
等
、

感
慨
深
げ

に
話
し
て

お
り
ま
し

た
。
長
い

間
あ
り
が

と
う
ご
ざ

い
ま
し

た
。新

任
保
護
司
研
修

7
月
7
日

理事会（3月13日）理事会（4月24日）

金山会長あいさつ

秋　田　更　生　保　護（3）第 84 号 令和 8年 8月 6日



当
施
設
で
は
、
令
和
６
年
度
か
ら
特
定

補
導
と
い
う
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、

社
会
奉
仕
活
動
を
毎
月
実
施
し
て
い
ま
す
。

春
か
ら
秋
に
か
け
て
は
施
設
周
辺
の
道
路

と
ゴ
ミ
集
積
場
の
清
掃
や
草
取
り
作
業
、

冬
場
の
降
雪
時
は
施
設
構
内
の
ほ
か
、
周

辺
の
歩
道
、ゴ
ミ
集
積
場
等
の
除
雪
を
行
っ

て
い
ま
す
。
当
日
は
、
仕
事
に
就
い
て
い

る
入
所
者
以
外
は
全
員
に
参
加
し
て
も
ら

え
る
よ
う
周
知
し
、
毎
回
入
所
者
は
４
〜

８
人
、
職
員
も
２
〜
３
人
参
加
し
て
い
ま

す
。作

業
の
際
は
、
そ
の
日
の
天
候
や
気
温

に
配
慮
し
、
暑
さ
や
寒
さ
対
策
を
万
全
に

す
る
と
と
も
に
、
道
路
で
は
走
行
中
の
車

両
に
十
分
に
気
を
つ
け
て
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
作
業
中
は
参
加
者
同
士
が
声
が
け

し
た
り
、
住
民
の
方
々
に
は
率
先
し
て
あ

い
さ
つ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

除
雪
作
業
で
は
、
近
隣
の
高
齢
者
宅

や
一
人
暮
ら
し

で
障
害
の
あ
る

方
の
駐
車
場
も

行
っ
て
お
り
、

社
会
奉
仕
活
動

で
の
体
験
が
、

地
域
社
会
へ
の

円
滑
な
移
行
に

役
立
つ
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。

★
東
北
地
方
Ｂ
Ｂ
Ｓ
連
盟
理
事
会

４
月
18
日
、
宮
城
野
区
中
央
市
民
セ
ン

タ
ー
（
宮
城
県
仙
台
市
）
で
開
催
さ
れ
、

竹
中
副
会
長
が
出
席
し
、
今
年
度
の
事
業

計
画
、
予
算
等
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

★
秋
田
県
更
生
保
護
女
性
連
盟

令
和
８
年
度
総
会

５
月
20
日
、
パ
ー
テ
ィ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
イ

ヤ
タ
カ
（
秋
田
市
）
で
開
催
さ
れ
、
大
沢

顧
問
が
出
席
し
ま
し
た
。

★
特
定
非
営
利
活
動
法
人

日
本
Ｂ
Ｂ
Ｓ
連
盟
総
会

６
月
13
、
14
日
、
更
生
保
護
会
館
（
東

京
都
渋
谷
区
）
で
開
催
さ
れ
、
内
山
副
会

長
が
出
席
し
ま
し
た
。

★
第
68
回
東
北
地
方
Ｂ
Ｂ
Ｓ
大
会
及
び

令
和
８
年
度
東
北
管
内
地
方
別
Ｂ
Ｂ
Ｓ

会
員
研
修
会

６
月
27
、
28
日
に
、
雫
石
プ
リ
ン
ス
ホ

テ
ル
（
岩
手
県
雫
石
町
）
で
開
催
さ
れ
、

東
北
管
内
の
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
員
ほ
か
関
係
機
関

約
100
名
が
参
集
し
ま
し
た
。
竹
中
副
会
長

ほ
か
４
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

★
令
和
８
度
秋
田
県
Ｂ
Ｂ
Ｓ
連
盟
総
会

７
月
11
日
、
に
ぎ
わ
い
交
流
館
「
Ａ
Ｕ
」

で
開
催
さ
れ
、
会
員
９
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
秋
田
保
護
観
察
所
か
ら
は
富
田
所
長

の
ほ
か
２
名
の
ご
出
席
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
年
度
の
活
動
計
画
及
び
予
算
計
画

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
来
年
度
の

東
北
管
内
地
方
別
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
員
研
修
は
秋

田
県
が
当
番
県
と
な
り
ま
し
た
。

会
員
数

１
４
６
４
名

（
24
地
区
・
4
月
1
日
現
在
）

５
月
20
日
イ

ヤ
タ
カ
に
て
、

秋
田
保
護
観
察

所
長
富
田
潤
一

様
は
じ
め
、
来

賓
７
名
の
ご
臨

席
を
賜
り
、
会

員
100
名
参
加
の

も
と
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
し

た
。
役
員
改
選
で
は
、
会
長
齊
藤
正
子
、

副
会
長
伊
藤
さ
よ
り
、
岩
崎
通
子
、
千
葉

量
子
が
い
ず
れ
も
再
任
さ
れ
、「
青
少
年
に

母
の
愛
を
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
新
年
度
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
ま
た
午
後
の
研
修

で
は
、
伝
統
芸
能
の
保
存
と
青
少
年
へ
の

伝
承
を
願
い
、
秋
田
県
指
定
無
形
民
俗
文

化
財「
一
日
市
願
人
踊
」を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

★
今
後
の
主
な
行
事

◎
研
修
旅
行

10
月
14
日
〜
16
日
（
北
海
道
）

◎
日
本
更
生
保
護
女
性
会
員
中
央
研
修

10
月
22
日
〜
23
日
（
東
京
）

◎
東
北
地
方
更
生
保
護
女
性
会
員
研
修
会

11
月
６
日
（
仙
台
）

◎
秋
田
県
更
生
保
護
女
性
会
員
研
修
会

11
月
24
日

担
当
地
区
（
藤
里
）

令
和
８
年
度
秋
田
県
就
労
支
援
事
業
者

機
構
通
常
総
会
が
、
５
月
25
日
ホ
テ
ル
メ

ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
秋
田
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
伊
藤
会
長
の
挨
拶
に
続
い
て
、

来
賓
の
富
田
潤
一
秋
田
保
護
観
察
所
長
、

小
畑
悟
顧
問
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
船
山
事
務
局
長
か
ら
、
会
員
135
名

中
105
名
の
出
席（
書
面
表
決
75
名
）が
あ
り
、

総
会
が
成
立
し
た
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
伊
藤
会
長
が
議
長
に
就
任
し
、
議
事

録
署
名
人
２
名
を
選
出
後
、
議
事
を
進
め
、

令
和
７
年
度
の
事
業
と
会
計
お
よ
び
役
員

改
選
等
の
４
件
の
議
案
に
つ
い
て
、
承
認

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
、
秋
田
刑
務
所
矯
正
処
遇
調

整
官
の
後
藤
康
和
看
守
長
か
ら
秋
田
刑
務

所
の
現
状
に
つ
い
て
の
ご
講
演
を
い
た
だ

き
、
無
事
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ご
多
忙
の
と
こ
ろ
、
通
常
総
会
に
ご
出

席
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
今

後
と
も
、
関
係

団
体
の
皆
様
と

本
機
構
の
会
員

の
皆
様
か
ら
の

御
支
援
と
御
協

力
の
ほ
ど
、
よ

ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

秋
田
県
更
生
保
護
女
性
連
盟

秋

田

至

仁

会

秋
田
県
Ｂ
Ｂ
Ｓ
連
盟

秋
田
県
就
労
支
援
事
業
者
機
構

県更女総会願人おどり（5/20）

機構総会（5/25）

社会奉仕活動
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出
身
は
栃
木
県
で
、
保
護
観
察
官
の
仕

事
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
東
北
を

回
っ
て
い
ま
す
。
秋
田
で
の
勤
務
は
初
め

て
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
職
業
人
生
の
分

岐
点
で
、
秋
田
県
出
身
の
方
に
お
世
話
に

な
る
こ
と
が
多
く
、
自
分
も
秋
田
で
生
活

す
る
こ
と
と
な
り
、
縁
の
よ
う
な
も
の
を

感
じ
ま
す
。
浅
学
非
才
で
何
か
と
御
面
倒

を
お
か
け
す
る
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま

す
が
、
な
に
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

保
護
観
察
官

沢さ
わ

田だ　
　
　

雛ひ
な

こ
の
度
の
人
事
異
動
に
よ
り
、
東
北
地

方
更
生
保
護
委
員
会
か
ら
転
任
し
て
参
り

ま
し
た
沢
田
雛
と
申
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
会
計
業
務
を
務
め
て
い
た

た
め
、
秋
田
県
内
の
保
護
司
さ
ん
へ
実
費

弁
償
金
等
の
支
払
手
続
き
を
し
て
い
た
こ

と
も
あ
り
、
勝
手
な
が
ら
親
し
み
を
感
じ

て
お
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
折
、
秋
田
県
に

転
任
と
い
う
こ
と
で
、
初
め
て
の
更
生
保

護
業
務
で
緊
張
の
中
、
少
し
安
心
感
を
抱

い
て
異
動
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

一
日
も
早
く
お
役
に
立
て
る
よ
う
精
進

し
て
参
り
ま
す
の
で
、
ご
指
導
、
ご
鞭
撻

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

企
画
調
整
課
長

荒あ
ら

川か
わ

将ま
さ

栄は
る

本
年
４
月
１
日
付
け
で
、
仙
台
保
護
観

察
所
か
ら
異
動
し
て
き
ま
し
た
荒
川
と
申

し
ま
す
。

●
更
生
保
護
の
﹁
あ
た
り
ま
え
化
﹂

戦
略
に
つ
い
て

令
和
７
年
に
内
閣
府
が
更
生
保
護
に
関

す
る
世
論
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
れ

に
よ
れ
ば
、「
更
生
保
護
に
携
わ
る
次
の

民
間
協
力
者
や
団
体
な
ど
を
知
っ
て
い
ま

す
か
」
の
問
い
に
対
し
、保
護
司
（
を
知
っ

て
い
る
。
以
下
同
じ
。）
６
６
・
１
％
、

更
生
保
護
施
設
４
４
・
９
％
、
保
護
観
察

官
５
０
・
５
％
、
自
立
準
備
ホ
ー
ム
９
・

０
％
、
更
生
保
護
協
会
７
・
９
％
、
更
生

保
護
女
性
会
７
・
２
％
、
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
１
・

７
％
と
い
う
結
果
で
し
た
。
一
方
「
い
ず

れ
も
知
ら
な
い
・
無
回
答
」
１
９
・
２
％

で
し
た
。

ま
た
「「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
を

知
っ
て
い
ま
し
た
か
」
の
問
い
に
対
し
て

は
、「
趣
旨
ま
で
知
っ
て
い
た
」
５
・
２
％
、

「
言
葉
は
知
っ
て
い
た
が
、
趣
旨
は
知
ら

な
か
っ
た
」
２
０
・
９
％
、「
知
ら
な
か
っ

た
・
無
回
答
」
７
３
・
９
％
と
い
う
結
果
で

し
た
。

こ
れ
ら
の
結
果
を
見
ま
す
と
、
更
生
保

護
に
対
す
る
国
民
の
認
知
度
が
依
然
と
し

て
十
分
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。
更
生
保
護
が
将
来
に
向
か
っ
て
よ

り
良
く
機
能
し
て
い
く
た
め
に
は
、
国
民

が
更
生
保
護
を
あ
た
り
ま
え
に
知
っ
て
い

る
状
況
を
作
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
こ
で
、
法
務
省
保
護
局
で
は
「
更
生

保
護
の
「
あ
た
り
ま
え
化
」
戦
略
１
・
０
」

を
策
定
し
、
令
和
８
年
度
か
ら
、
更
生
保

護
を
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
コ
ン
テ
ン

ツ
の
充
実
化
や
、
様
々
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

対
し
て
更
生
保
護
を
発
信
す
る
取
組
を
推

進
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

保
護
司
を
始
め
と
す
る
更
生
保
護
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

ま
ず
は
、
自
分
た
ち
の
存
在
と
活
動
を
、

ひ
ろ
く
住
民
の
方
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と

を
実
行
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

具
体
的
に
は
、
市
町
村
広
報
誌
へ
の
掲
載

や
、
地
域
の
新
聞
等
へ
の
取
材
要
請
等
が

考
え
ら
れ
ま
す
。
保
護
観
察
所
も
皆
様
の

取
組
に
連
携
・
協
働
し
て
ま
い
り
ま
す
。

皆
様
に
は
こ
の
戦
略
の
趣
旨
を
踏
ま
え

て
、
是
非
積
極
的
な
発
信
に
努
め
て
く
だ

さ
い
。

ま
た
、
皆
様
が
個
人
と
し
て
所
属
す
る

業
界
団
体
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
に
対

し
、
保
護
観
察
所
自
体
が
更
生
保
護
を
発

信
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
声

掛
け
い
た
だ
け
ば
幸
い
で
す
。

●
転
入
者
の
あ
い
さ
つ

●
転

入

（
令
和
８
年
４
月
１
日
付
）

企
画
調
整
課
長

荒

川

将

栄

（
仙
台
保
護
観
察
所

統
括
保
護
観
察
官
）

（
令
和
８
年
３
月
31
日
付
）

保
護
観
察
官

沢

田　
　
　

雛

（
東
北
地
方
更
生
保
護
委
員
会

事
務
官
）

●
転

出

（
令
和
８
年
４
月
１
日
付
）

企
画
調
整
課
長

富

樫

伸

介

（
福
島
観

首
席
保
護
観
察
官
）

（
令
和
８
年
４
月
17
日
付
）

主
任
保
護
観
察
官

荻

原

純

子

（
東
北
地
方
更
生
保
護
委
員
会

総
務
課
長
補
佐
）

秋
田
保
護
観
察
所
人
事
異
動

秋
田
保
護
観
察
所
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第76回“社会を明るく する運動”～ 速 報 ～
犯罪や非行を防止し、立ち 直りを支える地域のチカラ

矯正展（秋田刑務所） 7/5

社明秋田県推進委員会 5/15 秋田駅広報活動（秋田駅） 7/1

サ
ラ
ち
ゃ
ん

秋　田　更　生　保　護 第 84 号（6）令和 8年 8月 6日



第76回“社会を明るく する運動”～ 速 報 ～
犯罪や非行を防止し、立ち 直りを支える地域のチカラ

湯沢地区保護司会 7/10,15

社明竿燈（秋田地区協力雇用主協会竿燈会） 8/3～8/6セリオン花火でのコラボ 7/25

秋田地区保護司会 7/1 大館地区保護司会 7/1,4

7/1　大館駅前

イエローライトアップ点灯式

7/10　雄勝小中学校での挨拶運動

7/4　青少年を非行から守る市民の集い
7/15　湯沢駅での広報活動

（湯沢翔北高校生徒も参加して）

ホ
ゴ
ち
ゃ
ん

秋　田　更　生　保　護（7）第 84 号 令和 8年 8月 6日

モデル地区

“ 社会を明るくする運動 ”
に関するお問い合わせは

公式Ｘ

毎年7月は“社会を明るくする運動”の強調月間及び再犯防止啓発月間です。



栄
誉
に
輝
く

叙
勲
・
褒
章

春
の
叙
勲
・
褒
章

（
令
和
８
年
４
月
29
日
）

令
和
８
年
春
の
叙
勲
及
び
褒
章

を
受
け
ら
れ
ま
し
た
方
々
は
次
の

と
お
り
で
す
。

永
年
の
ご
功
労
・
ご
功
績
に
よ

り
受
章
さ
れ
ま
し
た
皆
様
に
心
か

ら
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

（
敬
称
略
）

任
期
満
了

（
令
和
８
年
６
月
30
日
）

次
の
方
々
が
保
護
司
を
退
任
さ
れ
ま
し

た
。
長
年
の
ご
尽
力
に
対
し
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
の
ご
健
勝
を

祈
念
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

佐
々
木

曜

子
（
秋
田︹
東
︺）

佐

藤

武

義
（
秋
田︹
東
︺）

石

塚　
　
　

司
（
秋
田︹
東
︺）

船

木

正

博
（
男　
　
　

鹿
）

村

井　
　
　

剛
（
潟
上
湖
東
）

藤

原

貞

雄
（
潟
上
湖
東
）

簾

内

幸

子
（
能　
　
　

代
）

牧

野

三
千
雄
（
能　
　
　

代
）

森

内

恵
美
子
（
大　
　
　

館
）

千

葉

忠

孝
（
大　
　
　

館
）

濵

松

貞

市
（
大　
　
　

館
）

小

林

憲

二
（
北

秋

田
）

石

川

洋

子
（
鹿　
　
　

角
）

菊

沢

キ
ヌ
子
（
鹿　
　
　

角
）

髙

田

幸

良
（
鹿　
　
　

角
）

福

岡

由
美
子
（
本　
　
　

荘
）

笹

森

和

雄
（
本　
　
　

荘
）

高

橋　
　
　

守
（
横　
　
　

手
）

菊

地

定

子
（
横　
　
　

手
）

石

山　
　
　

寛
（
横　
　
　

手
）

髙

橋

淳

一
（
横　
　
　

手
）

阿

部

清

美
（
湯　
　
　

沢
）

長
谷
山

信

介
（
湯　
　
　

沢
）

佐
々
木　
　
　

正
（
大　
　
　

曲
）

高

橋

京

子
（
大　
　
　

曲
）

細

井

盛

一
（
大　
　
　

曲
）

杉

澤　
　
　

衛
（
大　
　
　

曲
）

依
願
解
嘱

（
令
和
８
年
１
月
31
日
）

東
海
林

久
美
子
（
男　
　
　

鹿
）

（
令
和
８
年
２
月
28
日
）

柴

田

昌

子
（
大　
　
　

館
）

（
令
和
８
年
３
月
31
日
）

中

嶋

清

実
（
秋
田︹
臨
港
︺）

佐

藤　
　
　

康
（
横　
　
　

手
）

小

松

正

幸
（
大　
　
　

曲
）

保
護
区
変
更

（
令
和
８
年
４
月
１
日
）

浅

野

紀

子

（
秋
田︹
中
央
︺↓
潟
上
湖
東
）

新
　
　
任

（
令
和
８
年
７
月
１
日
）

次
の
方
々
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
今
後
の
ご
活
躍
を

期
待
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

川

邉

隼
之
介
（
秋
田︹
東
︺）

越

高

知
佐
子
（
秋
田︹
東
︺）

進

藤

絵
理
子
（
秋
田︹
東
︺）

鮎

川

義

寛
（
秋
田︹
中
央
︺）

佐

藤

絵

里
（
秋
田︹
中
央
︺）

佐

藤

絵
里
子
（
秋
田︹
中
央
︺）

髙

津

咲

子
（
秋
田︹
中
央
︺）

笹

渕

信

子
（
男　
　
　

鹿
）

佐

藤

大

介
（
鹿　
　
　

角
）

甫

仮

貴

子
（
本　
　
　

荘
）

鈴

木　
　
　

薫
（
横　
　
　

手
）

齊

藤

恵

子
（
横　
　
　

手
）

今

野

秀

平
（
湯　
　
　

沢
）

村

田

泰

仁
（
湯　
　
　

沢
）

井

上

陽

子
（
湯　
　
　

沢
）

安

藤

江
利
子
（
大　
　
　

曲
）

佐
々
木　
　
　

徹
（
大　
　
　

曲
）

鈴

木

淳

清
（
大　
　
　

曲
）

保
護
司
の
異
動

編
集
委
員

　
　

加
賀
谷
文
秋
（
編
集
委
員
長
）

　
　

佐
々
木
文
子　
　

明
石

浩
延

　
　

伊
藤

妙
子　
　

長
谷
部
次
子

　
　

馬
場

英
紀　
　

高
橋　
　

毅

　
　

菊
地

皆
美

編
集
後
記

暑
中
お
見

舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。

太
陽
が
ま

ぶ
し
い
季
節
と

な
り
ま
し
た
。

さ
て
、
七
月

一
日
か
ら
ポ
ー

ト
タ
ワ
ー
セ
リ

オ
ン
に
お
い
て
、

更
生
保
護
の

あ
た
り
ま
え
化
（
国
民
の
誰
で
も
更
生

保
護
を
知
っ
て
い
る
）
を
願
い
、
シ
ン
ボ

ル
カ
ラ
ー
の
イ
エ
ロ
ー
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ

れ
ま
し
た
。
黄
昏
か
ら
徐
々
に
暗
黒
に

な
る
中
で
見
上
げ
る
セ
リ
オ
ン
は
黄
色
に

輝
き
、
素
晴
ら
し
く
、
神
々
し
い
気
持

ち
に
な
れ
る一か
月
間
で
し
た
。

更
生
保
護
の
心
が
し
っ
か
り
根
を
張

り
、稲
穂
の
よ
う
に
黄
金
に
実
り
、市
民
、

県
民
、
国
民
に
理
解
さ
れ
る
事
を
祈
り

ま
す
。

編
集
委
員

伊
藤

妙
子

お
く
や
み

齋

藤

昭

道（
角　
　

館
）

（
令
和
８
年
１
月
17
日
）享
年
66

菅

原

み
ち
子（
潟
上
湖
東
）

（
令
和
８
年
４
月
４
日
）享
年
71

長
谷
部

芳

孝（
大　
　

館
）

（
令
和
８
年
６
月
５
日
）享
年
74

7
月
28
日
に
熊
本
県
で
発
生
し
た
地
震
で

被
災
さ
れ
ま
し
た
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。

藍
綬
褒
章
（
更
生
保
護
功
績
）

内

藤　
　
　

稔

（
横
手
保
護
区
）

瑞
宝
双
光
章
（
更
生
保
護
功
労
）

木

村

髙

寛

（
能
代
保
護
区
）

更
生
保
護
以
外
の
功
労
・
功
績

瑞
宝
双
光
章
（
調
停
委
員
功
労
）

大

渕

英

悦
（
男
鹿
保
護
区
）

瑞
宝
単
光
章
（
消
防
功
労
）

山

本

順

貴
（
大
館
保
護
区
）

旭
日
双
光
章
（
地
方
自
治
功
労
）

村

井　
　
　

剛（
元
潟
上
湖
東
保
護
区
）

瑞
宝
双
光
章
（
地
方
自
治
功
労
）

佐
々
木

宮

廣
（
元
大
曲
保
護
区
）
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